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〈研究 ノー ト〉

情報化 と身体の変容

身体 的 メデ ィ ア ・リテ ラ シー に向 けて一

倉 島 哲

は じめに

電 子 メデ ィ ア ・ネ ッ トワー クの 普及 によ っ て、わ れ われ の 生活 環 境 は劇 的 に変 化 した。1968年 の マ

イ ク ロプ ロセ ッサ の発 明 に よ り、 国家 や大 学 ・大 企業 な どの専 有物 で あ っ た メイ ンフ レーム ・コ ン ピ

ュー タ(大 型 汎用 機)に かわ る べ きパ ー ソ ナル ・コ ン ピュー タ(以 下 、パ ソコ ン と表 記)が 登 場 した 。

1980年 代 に劇 的 に進 行 した マイ クロ プ ロセ ッサ の 小型 化 ・低価 格 化 にと もな い パ ソ コ ンは ます ます 高

性能 化 ・低価 格 化 し、1990年 代 末 に は文宇 のみ な らず 音 声 ・画 像 ・動 画 な どの 大容 量 デー タ を扱 う こ

とが で き るマ ル チ メデ ィ ア ・パ ソ コ ンが 、先 進 諸 国で は一 家 に 一台 とい え るま で に普 及 した 。他 方 、

1975年 に アメ リカ で 、異 な る コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ど う しの信 頼 性 の 高 い通 信 を 可能 にす る

TCPIIP(TransmissionContmlProtoco1AnlemetProtoco1)プ ロ トコル 群 が開 発 され 、1980年 代 に米 国 高

等研 究 計画 局 のARPANETを は じめ とす る多 くの ネ ッ トワー クが これ を採 用 す る こ とで イ ン ター ネ ッ

トが 誕 生 した 。1gg1年 にWWW(WorldWideWeb)、19g3年 に ブ ラウザ が 開 発 され た こ とで イ ン ター

ネ ッ トは研 究 者だ け で はな く誰 もが 使 え る メデ ィ アに な り、パ ソコ ンの 普及 と と もに急 速 に拡 大 した 。

こ う して普 及 した イ ンター ネ ッ トは 、既 存 の どの メデ ィア とも 異な る特 徴 を もって い る。

新 聞 に代 表 され る印刷 メデ ィア は、 少数 の 出版 社 と多数 の 読者 に情 報 の送 り手 と受 け 手の 役割 が 割

り当て られ た 、一 対 多 の 中央 集権 的 メ デ ィア 、 い いか えれ ば マ ス メデ ィ アで あ った 。そ れ に た い し、

イ ンター ネ ッ トは 多 数 の コ ン ピュー タ端 末 が それ ぞ れ情 報 の送 り手 で あ る と同時 に受 け手 で もある 、

多対 多 の双 方 向的(イ ン タ ラクテ ィブ)メ デ ィ アで あ る。 そ のた め 、 イ ン ター ネ ッ ト上で は誰 で も新

聞や 雑誌 さなが らに 文字 と画像 を組 み合 わ せ たホ ー ム ペー ジ を容 易 に 開設 で き 、 また、 世 界 中 の無 数

のホ ーム ペ ー ジか ら必 要 な情 報 を閲覧 す る ことが で き る。 また 、 デー タの 転送 と再 生 を リアル タイ ム

で 行 うス トリー ミ ング技 術 に よ って 、個 人 が イ ンター ネ ッ ト上 の ラジ オ局 ・テ レ ビ局 を開 設 し、 世 界

中の 人々 に 向 けて放 送 す る こ と もで き るの で ある 。 この よ うに、 イ ン ター ネ ッ トにお いて は電 子 メデ

ィア の利点 が 最 大限 に生 か され 、技 術 的 に は ほぼ完 全 な 双方 向性 が実 現 され て い る。

か た や テ レ ビは 、衛 生放 送 ・ケー ブル テ レビの 普及 に よ って 、視 聴 者 が放 送 局単 位 で 視聴 料 金 を支

払 うペ イ ・テ レ ビ方 式や 、番 組 単位 で 視 聴料 金 を支 払 うペ イ ・パ ー ・ビュー 方 式が 一 般化 した 。 これ
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らの方式の普及と多チャンネル化により、視聴者は放送局の流す情報を一方的に受け取るだけではな

く、情報を能動的に選択できるようになった。電子メディアでありながら、放送局と視聴者の間に一

方向的な情報の流れしかもたないマスメディアにとどまっていたテレビは、ようやくインターネット

と同じ双方向的メディアへと変化 しつつあるといえるだろう。日本では2003年 頃に開始予定の地上波

デジタル放送によって、テレビの 「インターネット化」に拍車がかかることが予想される。

パソコンやテレビだけではなく、携帯電話 ・ファクス ・ゲーム機など、われわれをとりかこむさま

ざまな電子機器 ・電気製品がネットワーク接続機能をもつにいたっている。携帯電話やファクスは現

在のところ専用の簡易式ホームページに対応するにとどまっているが、われわれの日常生活と密接に

かかわっているこれらの機器がネットワーク接続されることの影響力は大きい。冷蔵庫や電子 レンジ

をはじめとする家電製品についても、ネットワーク接続によって自動在庫管理や自動調理が可能な情

報家電の開発が進められている。このように、パソコンと同様の情報処理能力 ・ネットワーク能力を

もつ機器が遍在化することで、双方向的な電子メディア ・ネットワークはわれわれの生活のあらゆる

側面に浸透するようになるだろう1。

本稿では、上述したような社会 ・文化的な変化が人間の身体性にどのような影響を及ぼすかを考察

したい。第1節 では、電子メディア ・ネットワークのもたらす身体感覚の変容にいちはやく着目した

マーシャル ・マクルーハンの理論を検討する。第2節 では、電子メディアと資本主義の関係を考察す

ることで、現代の電子メディア ・ネットワークが身体感覚の撹乱をもたらしてしまうことを示す。第

3節 では、身体感覚の撹乱に抵抗するための手がかりとして、筆者が3年 来フィールドワークを行っ

ている武術研究会S流 におけるメディアと実践の関係を検討する。身体感覚の変容という問題に正面

から取り組んできたS流 の考察は、メディアと身体感覚とのより生産的な関係の可能性を提示してく

れるだろう。

1電 子メデ ィアと身体の変容

す で に1960年 代 に、 マ ー シ ャル ・マ クルー ハ ンは電 子 メ デ ィア が 人間 の 身体 性 を変 容 させ る こ と

を指摘 した 。こ こで は まず 、「ホ ッ ト」と 「クー ル 」とい うメ デ ィア の分 類 か ら彼 の 理 論 を概 観 した い。

マ クル ー ハ ン によれ ば、 テ レビ とはイ メー ジの 断片 をモ ザ イ ク状 に呈 示 す る メデ ィ アで あ る。 そ の

1環 境 中 に遍 在 す るネ ッ トワー ク化 され た コ ン ピュー タ を 人間 が 必要 に応 じて い つで も利 用で き る状 態 を、ゼ ロ ッ

クス ・パ ロアル ト研 究 所 のマ ー ク ・ワイザ ー は 「ユ ピキ タス ・コ ン ピュー テ ィ ン グ」 と呼 ぶ 。 ワイザ ー は、ユ ビキ

タス ・コ ン ピュー テ ィ ング(多 数 の コ ン ピュー タが 一 人 の人 間 の相 手 をす る)を 、 メ イ ン フ レー ム ・コ ン ピュー テ

ィ ング(多 数 の 利 用者 が 一台 の コ ン ピュ ー タ を共有 す る)、 パー ソナル ・コ ンピ ュー テ ィ ング(一 人 の利 用者 が 一

台 の コ ン ピュー タ を利 用す る)に つ ぐ、 コ ン ピュー タ と人 間 の第 三 の関 係性 と して構 想 す る【Weiser,1gg31。
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ため、視聴者は特定の感覚をとぎすませることでテレビにのめり込むのではなく、少し距離をおいた

ところから断片を全体的に{府轍し、それらを感覚的に総合することを要求される。それにたいし、新

聞などの活字メディアの読者は、視覚だけをとぎすませ、直線的に並んだ文字を追ってゆくことで書

かれた内容にのめり込まなければならない。マクルーハンは、テレビのように受け手の能動的かつ感

覚的な総合を要求するメディアを 「クール」なメディアと呼び、電子メディアが全体的にこのような

傾向をもっているとする。反対に、新聞のように受け手の受動的なのめり込みが要求されるメディア

を 「ホット」なメディアと呼び、これを印刷メディア全般の特徴と考える。

マクルーハンの独創性は、「ホット」と 「クール」という対概念によってメディアを分類するのみ

ならず、これらを壮大な文明史的な流れのなかに位置づけたことにある。彼によれば、望遠鏡は目の

拡張であり、ラジオは耳の拡張であるというように、あらゆるメディアは人間の拡張であるが、拡張

の様式は歴史的に変遷してきた。まず、文字をもたない部族社会においては、ほとんどのコミュニケ

ーションが直接的な対面状況において口調メディアによってなされてきたため、「耳の人」の感覚比率

が形成される。それは、特定の感覚ではなく五感をすべて動員し、話の内容のみならず相手の表情や

身体接触など、多様な様式の情報を感覚的に総合することを可能にする。口論メディアによるコミュ

ニケーションにはこのような総合が不可欠であるから、それは 「クール」なメディアである。

表音アルファベットが発明されることで、コミュニケーションの様相は一変する。それは恣意的な

文字に恣意的な音声を対応させることで、視覚と聴覚を切り離した。文化的な意味や象徴と切り離さ

れた、純粋に視掌的な存在としての文字は、情報の効率的な伝達を可能にしたが、五感の統合は破壊

されてしまった。この傾向に拍車をかけたのがグーテンベルクによって発明された活版印刷技術であ

る。画一的な活字は、視覚以外の要素を文字から完全に奪い去ってしまうため、活字メディアは経験

の内容を詳細に描き出さねばならない。そのとき、人間は活字の内容に 「ホット」にコミットするこ

とで経験を再構成することに長けた 「目の人」の感覚比率を身につける。

電子メディアの登場によって、状況は再び変化する。電気刺激を瞬間的に伝達する点で、電子メデ

ィアは人間の中枢神経組織の拡張とみなすことができる。中枢神経組織が五感の統合された経験を可

能にするように、電子メディアも五感のそれぞれに対応する情報を正確な比率でプログラミングする

ことによって経験をその全体性において伝達することができる。そのため、電子メディアによって西

洋文明における視覚の優位は覆され、「目の人」は再び 「耳の人」に回帰する。もし電子メディアが世

界的に普及したなら、人類全体の感覚比率が 「耳の人」のそれへと変化し、五感の調和した 「クール」

なコミュニケーションによって相互に結ばれることになるだろう。これは、ひとつの巨大な中枢神経

組織によって地球が覆い尽くされることであり、また、口諦メディア時代の部族的共同性が地球規模

に拡大されること、つまり 「地球村」が実現されることでもある。

マクルーハンの 「地球村」の議論は、単純な技術的ユー トピア主義として批判されてきた。だが彼
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の著 作 か らは、 少な いな が らも電 子 メデ ィ ア にた いす る危 惧 が 読 み とれ る。 た とえ ば、 メデ ィア と資

本主 義 的 企業 の 関係 につ いて 、 彼 は次 の よ う に述 べ る。

われ わ れ の 目や 耳 や 神経 を借 用 して 利 益 を 上げ よ う とす る 人 々 の操 作 の 手 に、 い っ た ん、 わ れ

われ の感 覚 や 神 経 組織 を譲 り渡 して し まった ら、 実 際 に は、 も うど んな権 利 も手 も とに残 って

い な いの だ。 目や 耳 や神 経 を商 業会 社 に貸 し与 え る こと は、 共 有財 産 で あ る こ とば を私 企 業 に

渡 して し ま うよ うな もの で あ り、 地 球 の 大気 を独 占企 業 に 与 え て しま うよ うな もの な の だ 。

[McLuhan,1964=1985,71]

マクルーハンは、メディアが人間の拡張である以上、資本主義的企業によるメディアの支配はその

まま人間の支配でもあるという問題を指摘 しているのである。もしそうなら、電子メディアが地球規

模に普及したところで、「地球村」どころか、多国籍企業による人類全体の支配が実現されてしまうの

ではないだろうか。

だが、この問題にたいするマクルーハンの答えは実にあっけないものである。つまり、「われわれ
ヘ ヘ へ も

自身の 身体 の拡 張 を、実 際 に外 に ある もの、自分 とは切 り離 され た もの と見な す ナル キ ッソ ス的 態度 」

[ibid,71】をあ らた め れ ばよ い、 と い うので あ る。 い い かえ れ ば 、人 々が 電 子 メ デ ィ アを みず か らの拡

張 され た も の と して 認 識 し、 それ に応 じた 「クー ル 」 な接 し方 を身 に つ け さえす れ ば 、資 本 主義 の 問

題 は解 決 され る と彼 は考 え るの で あ る2。

マ クル ーハ ンが 資本 主 義 によ る メデ ィア の操 作 と い う問題 を認 めつ つ も、 この 問題 を 掘 り下 げ て考

察 しなか っ た要 因 と して は 、「メデ ィ アは メ ッセ ー ジで あ る」 とい う主張 に要約 され て い るよ う に、彼

が メデ ィア の 内容 を捨 象 し、形 式 だ け を問 題 にす る ア プ ローチ を とった ことが あ げ られ る 。 この ア プ

ロー チ の も とで は、 電子 メデ ィ ア とい う形 式 を とお して 報 道 され る 内容 が 、資 本 主 義 によ っ て歪 曲 さ

れ て い るか 否 か は問 題 にな らな いの で あ る。

だが 、よ り大 きな 要 因 と して は 、1960年 代 当時 はイ ンター ネ ッ トの よ う に大規 模 か つ 双方 向 的な 電

子 メデ ィア ・ネ ッ トワー クが 実 現 され て い なか った こ とが あげ られ るだ ろ う。 マ クル ー ハ ンが もっ と

も 「クール 」 な 電 子 メデ ィ ア と して考 察 す るの は 多チ ャ ンネル 化以 前の テ レビで あ るが 、 これ は 一方

向 的 ・中央 集権 的な 放送 ネ ッ トワー クの端 末 にす ぎな い。当時 の テ レビを考 察 の対 象 と したか ら こそ 、

彼 は電 子 メ デ ィア ・ネ ッ トワー クを 中枢 神経 組 織 に例 え る こ とが で き、 また 、 五感 の 統 合 を もた らす

よ うにネ ッ トワー ク全 体 を統 一 的 に プ ログ ラ ミ ングす る権 力主 体 を想 定 す る こ とがで きた といえ る。

2マ クルーハ ンはカソリック司祭であったが
、真実 を知ることによって 「地球村 」とい う楽園が この地上に実現さ

れるという彼の思想 は、正統的カソリックよ りむしろキ リス ト教グノー シス派の神秘主義 と構造 を同 じくしている。

マ クルーハ ンとグ ノー シス主義の関係につ いては、【Jochum,2000】を参照。
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しかし、双方向化した現代の電子メディア ・ネットワークには、ネットワーク全体の傭鰍や操作を許

すような特権的な地点は存在しない。メディアの変化が人間の身体感覚を変容させるという一般的な

定式は現代でも有効だが、電子メディアによる身体感覚の変容については、その変容が権力主体によ

って統一的にプログラミングされた予定調和的なもの(「耳の人」への回帰)と して想定されているか

ぎりで、マクルーハンは時代的制約を受けていたといえよう3。

2電 子メディアと情報資本主義

現代の双方向化した電子メディア ・ネットワークは、権力主体によって統一的にプログラミングさ

れるかわりに、無数の資本主義的な欲望によって断片的かつ恣意的にプログラミングされている。そ

れがどのように身体感覚を変容させるかを知るためには、電子メディア上の情報の一般的性質を考察

する必要があるだろう。

西垣通によれば、電子メディア上の情報はイメージとデータという二つの側面をもつ。文字 ・音声 ・

動画を組み合わせるマルチメディア技術や、インタラクティブな環境を創りだすバーチャル ・リアリ

ティ技術によって、現代の電子メディアは現実さながらのイメージを作 り出すことができる。だが、

それらのイメージがいかに多様で複雑であろうとも、電子メディア上の情報はつねにデータとしての

側面ももっている。データは文字 ・数字などの一元的で組み替えの容易な単位より構成されるため、

電子メディア上のイメージは容易に操作されうる4。「コンピュータを通じて大量に複製 ・配布される

イメージ情報は、窓の外の景色のように漫然としたイメージではなく、一見多義的なようでも実は明

確に計算され、一定の感情をそそるように仕組まれたもの」[西垣,1999:1891で あることを忘れてはな

らないのである。

イメージとデータという二面性は、資本主義的な欲望にとってきわめて好都合である。つまり、夕

一ゲットとする消費者層にもっともアピールするように操作されたイメージを販売し、消費者が飽き

る頃には再びイメージを操作して差異化への欲望を煽 り立てる、という円環をはてしなく繰り返すこ

とができるからである。イメージの生産者は、イメージを特定のパターンに陥らせることで消費者の

差異への欲望を枯渇させないよう細心の注意を払い、消費者もそれを歓迎する。生産者と消費者の共

犯的な欲望のもと、イメージ商品は自己差異化の運動を続けることになる。

3マ クルーハ ンが資本主義の問題 に驚 くほど無頓着であった理由としては、本文中で述べた二つの要因のほかに、

「地球村」 という地上の楽園への熱烈な願望 も認める ことが可能だろう。 もし、電子 メディアと資本主義の関係が

主題的に考察されたならば、必然的に電子 メディアのもた らす経験 と口調メデ ィアのもた らすそれ との異質性が帰

結 し、 「地球村」の非現実性が露呈されてしまうのである。 もっとも、これは穿ちすぎた見方か もしれない。

4デ ータは最終的には0と1よ りなる ピッ ト列にまで分解可能だが
、現代のコンピュータ ・プログラミングにおい

て ここまで分解 された ものが操作される ことはあまりない。
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このよ うなイ メー ジ商 品 の 自己差 異 化 こそ 、 ネ ッ トワー ク全体 を見 渡 す主 体 に かわ って 、双 方 向化

した電 子 メ デ ィア ・ネ ッ トワー クを プ ログ ラ ミ ングす る もの にほ かな らな い。 マ ルチ メデ ィア 技術 を

用 いた イ メ ー ジ商 品 によ っ て五 感 の統 合 され た 身体 感 覚 が もた らされ る か も しれ な いが 、そ れ は そ の

イ メー ジが 消費 され 、飽 き られ る まで の 一時 的 な統 合 にす ぎな い ので あ る。 した が って 、現 代 の 電子

メデ ィ ア ・ネ ッ トワー クは マ クルー ハ ンの 予想 に反 して 、「耳 の人 」の よ うな五 感 の統 合 で はな く、身

体 感覚 の撹 乱 を もた らす とい え る5。

この よ うな 身体 感 覚 の撹 乱 は 、電 子 メデ ィ アの み な らず 、 多か れ少 な か れ 口請 メデ ィア ・文 字 メ デ

ィア ・活 字 メデ ィア に も認 め る こ とがで きる だ ろ う。 な ぜ な ら、 これ らの メ デ ィア 上 の情 報 は電 子 メ

デ ィア 上 の情 報 と同 様 に、 現実 さな が らの イ メー ジ と、 音 節 ・文 字 ・活 字 とい う組 み替 え 可能 な 単位

とい う二面 をあわ せ もつ か らで ある6。子 供 ど う しの会 話 にす ら、よ り大 げ さな表 現 へ のエ ス カ レー シ

ョンが しば しば 観察 で き るが 、 これ は ま ぎれ もな く、言 葉 の 組み 替 え によ る イ メー ジ の 自己 差 異化 で

あ り、そ の かぎ りで 身体 感 覚 の 撹乱 を もた らす と いえ る。 この よ うな 自己 差 異化 を大 規模 化 し、加 速

した と ころ に、 現代 の電子 メデ ィ ア ・ネ ッ トワー クを位 置 づ け る こ とがで きる だ ろ う。

電子 メデ ィ ア以外 の メデ ィ ア ・ネ ッ トワー クが電 子 メ デ ィア ・ネ ッ トワー クほ ど にイ メー ジ商 品 の

自己 差異 化 の舞 台 とな ってお らず 、 また 、 身体感 覚 の 撹 乱 を もた らし に くいの は 、次 の 二 つの 理 由 に

よる だ ろ う。第 一 に 、そ れ らの メデ ィ アが電 子 メ デ ィア ほ ど に双 方向 的 な ネ ッ トワー クを 形成 して い

な いた め 、資 本 主義 的競 争 が熾 烈 化 しな い こと。 これ には 、新 聞 ・ラ ジオ な どの マ ス メデ ィアが あ て

は ま るだ ろ う。第 二 に、そ れ らの メデ ィ ア上 の情 報 を構 成 す る単 位 が 、電 子 メデ ィア 上の 情報 を構 成

す る単位 ほ ど に一元 化 され て お らず 、 多様 な ニ ュア ンス を もつた め 組 み替 え 可能 性 が 限定 され て いる

こ と。 これ には 、対 面 状 況 にお け る 口訥 メデ ィアの み な らず 、電 話 や 無線 な どの音 声 通信 メデ ィ アが

あて は まる だ ろ う。

程 度 の 差 こぞ あれ す べ て の メ デ ィ アが もた ら して しま う 身体 感 覚 の 撹 乱 に立 ち 向 か うた め の 手が

か りは、1960年 代 には じめて そ の必 要 性が 喚 起 され 、1980年 代 に大 き く前 進 した メデ ィ ア ・リテ ラ シ

ー 運 動 に求 め る こ とがで き る だろ う7
。それ は、メ デ ィア(主 と して マ スメ デ ィア が念 頭 に置か れ て い

る)の オー デ ィエ ンス と して の市 民が 、資 本 主義 や 国家 に よ って 不 可避 的 に操 作 され る メデ ィ ア を 自

5た とえばパイロッ ト養成用のフライ ト ・シミュレータに見 られるように
、プログラミングによる五感 の統合は実

現可能ではないか、 という反論も考え られる。だが、イ ンターネ ット上で流通 して いるフライ ト・シミュレータの

ほとん どはゲームとしての商品価値を追求 したイメー ジ商品であ り、現実世界で通用するような五感の統合 をもた

らすべ くプログラミングされたものは航空機操縦の訓練施設な ど、ごく限 られた場所 にしか存在 しな い。このよう

に、電子メデ ィアのプ ログラミングによる五感 の統合の可能性 は局所的にのみ認めることがで き、電子メデ ィア ・

ネ ットワーク全体を特徴づけるものではない。

6イ メージとそれを構成する単位の関係は
、ソシュールのいうシニフィエとシニ フィアンの関係に等 しい。

7メ デ ィア ・リテラシー運動史の詳細は
、【鈴木,2001】を参照。
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立 的 に読 み解 く能 力 を育 て るた め の運 動 で あ る。 この運 動 の 日本 にお ける 先駆 者 の ひ と りで あ る鈴木

み ど りは 、 メデ ィア ・リテ ラ シー を次 の よ うに定 義す る。

メデ ィア ・リテ ラ シー とは 、 市民 が メ デ ィ アを 社 会的 文 脈 で ク リテ ィ カル に分 析 し、評価 し、

メデ ィ ア にア クセ ス し、多 様 な形 態 で コ ミュ ニ ケー シ ョンを創 りだ す能 力を さす8。【鈴 木,2001:4】

また 、水 越 伸 は、 メデ ィ ア ・リテ ラ シーが 「メ デ ィ ア使 用 能 力 」・「メデ ィア 受容 能 力 」・「メデ ィ ア

表現 能 力 」の 三 つの 能 力 よ りな る とす る 【水 越,1999:931。 鈴 木 と水 越 によ る メデ ィ ア ・リテ ラ シー の

規定 は、 表現 こそ異 な っ て いる も のの 、次 の二 つ の点 にお いて 共通 して い る とい え る。第 一 に、 メデ

ィアの 内在 的 な批 判 能 力 よ りもむ しろ 、 メデ ィア報 道 の 生産 や 消 費 とい う実 践 的 コ ンテ ク ス トをふ ま

え た外 在的 な 批 判能 力を 重視 す る点 で あ る。 第 二 に、 メデ ィア と実践 的 コ ンテ クス トとの 関係 を たん

に批 判 的 な もの に と どめず に、 両者 の 生産 的 な 関係 を創造 す る 能 力 を重視 す る 点で あ る。

鈴 木 と水越 の 唱 え るメ デ ィア ・リテ ラシー の 戦略 的 有効 性 は 、 メデ ィア 上の情 報 が つね にイ メー ジ

と組 み 替 え可 能 な単 位 の 二面 性 を もつ とい う先 述 の観 点か らは い っそ うは っき りす るだ ろ う。つ ま り、

メデ ィア の内 在 的批 判 が 問題 な の は、 そ れが メデ ィ ア上 のイ メ ー ジ を構成 す る 単位 を組 み替 え る こ と

で 、見 た 目だ け新 奇 な イ メー ジを 生み 出す にす ぎ な いか らで あ る。 この プ ロセ ス は、 イ メー ジ 商品 の

自己差 異化 と本 質的 に変 わ らな い9。

そ れ に た い し、 メデ ィ アの 外在 的 批 判 と は、 メデ ィア 上 のイ メー ジを メデ ィ ア外 の 新た な コ ンテ ク

ス トに置 き換 え る こ とで あ る。 メデ ィ ア とは イ メ ー ジ を構 成 す る単 位 の 組 み 替 え 可能 性 を保 証 す る

メディア

媒質であるから、そこから引きはがされたイメージはもはや自己差異化することができず、あるがま

まの姿に固定されてしまう。だがそれは、イメージが実践的コンテクストのなかで新たな関係性を形

成するための契機なのである。たとえば、パソコン上で作成された電子テクス トは、印刷 ・出版され

てはじめて社会的な読書実践の対象となり、批判や評価を受けることができる。また、インターネッ

ト出版においても、ホームページに作品として完成したテクス トが掲載されてはじめて固定的な読者

を得ることができる10。逆に、インターネット上で自己差異化を繰り返すイメージはメディア外的な

8鈴 木 は、本文 中に引用 した箇所 に次 の一文を加えている。 「また、そのような力の獲得をめざす取 り組みもメデ

ィア ・1」テ ラシーという。」【鈴木,2001:4】 だが、本稿では メデ ィア ・リテラシーをもっぱら能力として扱 うので、

煩雑さを避けるために省略した。
9メ デ ィアの内在的批判がイメージ商品の自己差異化 と変わ らな いことは

、 「当社従来品よ り改良」 という宣伝文

句に明らかである。

10問 題なのは、電子 メディアと印刷 メディアの性質の相違ではな く、程度の差 こそあれあらゆるメディア上の情報

にそなわ った、イメー ジとそれ を構成する単位 という二重性 と、社会的実践の関係である。たとえば、電子テクス

トのみな らず印刷された書籍 も、熟練 した持ち主が飛ば し読みをした り注を記入 した りできるか ぎりで組み替え可

能な メデ ィアである。だが、この書籍が古本屋に売 られ るや、その組み替え可能性 は消滅して しまう。
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実 践 的 コ ンテ ク ス トと生 産 的 な関 係 を取 り結ぶ こ とはな く、せ いぜ い 、 メデ ィ ア内 的な コ ンテ クス ト

をひ たす らあ て もな くさ まよ う実 践 、 つ ま りネ ッ トサ ー フ ィン を誘 発す るだ けで あ る。

メディア

このように、実践的コンテクストのなかで新たな意味を生成するイメージは媒質に由来する組み替

え可能性を奪われているため、自己差異化して身体縣覚を撹乱させることはないといえる。したがっ

て、メディア上のイメージをメディア外的な実践的コンテクス トに位置づけ直すというメディア ・リ

テラシーの戦略は、メディアによる身体感覚の撹乱に抵抗するうえで有効だろう。

3身 体 的 メデ ィア ・リテ ラ シー

メディア ・リテラシーとは、たんにメディアを実践的コンテクス トに位置づけて批判することでは

なく、メディアと実践的コンテクス トの生産的な関係性を創造する能力であった。したがって、メデ

ィア ・リテラシーをモデルとして身体感覚の撹乱に抵抗する能力を構想しようとするとき、撹乱を未

然に防止する批判的抵抗のみならず、よりよい身体感覚を形成する創造的抵抗をも含めて構想するこ

とができるだろう。このような能力を、「身体的メディア・リテラシー」とよぶことにする。ここでは、

身体的メディア ・リテラシーが有効に発揮されている実例として、筆者が3年 来フィールドワークを

行っている武術教室、武術研究会S流 を考察したいH。

メディアによる身体感覚の撹乱というきわめて一般的な問題を考察するための題材として武術を選

択することは奇異に聞こえるかもしれない。だが、武術という文化領域は全般的に、身体感覚がいか

にあるべきかという問題を主題化してきた歴史をもつ。たとえば、有名なものでは宮本武蔵の 『五輪

書』や柳生宗矩の 『兵法家伝書』は、いずれも戦いにさいしてどのような身体感覚が必要かを仔細に

説いている。S流 でも、後述するように身体感覚の変容がとりわけ重視されているため、身体的メデ

ィア ・リテラシーを考察するための題材としてふさわしいといえる。

S流 は、京都市に所在する、会員数のべ30名 前後の比較的小規模の武術教室である。週2回 の練習

では太極拳 ・杖術 ・柔術が練習されているが、それぞれの具体的な技は指導者のM先 生によって11

年前に創造あるいはアレンジされたものである。そのため、S流 は大規模な流派の支部ではなく、独

自の流派をなしている。

S流 の練習は主として型稽古によって行われる。型には、太極拳 ・杖術 ・柔術のそれぞれに、一人

で行う型と二人で向かい合って行う型(「対練の型」とよばれる)が あるが、教室でもっともよく練習

されるのは後者である。対練の型は、一見したところ二人で申し合わせた動作を単純に反復している

11筆 者は、1999年5月 よ り2001年8月 現在(継 続 中)に いたるまで、S流 の週2回 の練習の参与観察 を行った。

本稿におけるS流 についての記述は、S流 における身体技法の習得過程を詳述 した【倉島,20011の 概要である。
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だけに見えるが、実際は一回ごとに、一方が相手をうまく倒そうとし、他方が倒されまいとする競争

やかけひきがある。というのも、大まかな動作の形と順番は型として決められているものの、これら

を守っただけでは相手をうまく倒すには十分ではないからである。つまり、相手をうまく倒せるか否

かは、相手の体格や体勢に応じて力の方向や身体の位置、そしてタイミングを調整できるかにかかっ

ているのである。これができていないときは、型稽古の相手といえども簡単には倒れてくれない。

M先 生は、会員たちが対練の型稽古を行っているとき教室を歩き回り、さまざまなアドバイスを行

う。なかでも頻繁に口にされるのは、「できるだけ力を抜いて、やわらかく」というア ドバイスである。

これは、必要以上に力を入れると、自分と相手の力の方向を身体感覚として感じることができなくな

り、自分の身体の位置やタイミングをコントロールできなくなってしまうからである。

ある程度上達して力の抜けた会員は、一回ごとに相手が倒れたか否かをフィー ドバックすることで、

身体のより微妙な使い方ができるよう努力することができる。しか し、初心者は力が入ってしまうた

め、どうして相手が倒れないのかがわからない。そのために、以前より力を入れて相手をぐいぐい押

したり引いたりすることになるが、それは、手を握りしめる感覚や足を踏ん張る感覚など、きわめて

おおざっぱで分散した身体感覚を喚起するだけであり、力の方向を感 じることからますます遠ざかっ

てしまうのである。 したがって、隣で練習している先輩がいとも軽そうに相手を投げているのに、自

分がこれだけがんばっても相手を投げられないのはなぜか、と初心者が不思議がることはめずらしく

ない。このような初心者を助けるのが、メディアを介したコミュニケーションである。

身体的実践が行われる文化領域全般についていえることであるが、とりわけ武道 ・武術という文化

領域については、「体で覚える」という言葉に象徴されるように、言語を介さずに、ひたすら黙々と練

習が行われるというイメージが一般的である。現実にそのような流派も存在するが、S流 では口謡メ

ディアをはじめとする多様なメディアが練習において重要な役割を果たしている。

たとえば、型稽古にさいしてM先 生や会員たちは口頭で様々なアドバイスをする。それを聞いた他

の会員も、自分の感じたことや疑問点を口に出す。また、練習のたびごとにデジタルカメラを持参す

る会員もいて、M先 生による型稽古の説明や会員の練習風景の動画や静止画を撮影する。これらのデ

ータは、他の会員が自由に閲覧やダウンロードができるようにS流 のホームページに掲載される。ホ

ームページにはまた、練習にさいしての感想やデジタルカメラの映像についてのコメント、ときには

大会などの情報が掲載される。ホームページにリンクしているインターネット掲示板や会員どうしで

や りとりされる電子メールでも、多様な話題にまじって練習にさいしての感覚や感想が交換される。

S流 の会員たちは、これ らの多様なメディア上の情報を、それぞれのメディアの内部で解釈するので

はなく、練習という実践のなかで相互に関連づけて解釈しようとする。

たとえば、対練の型稽古でうまく相手を倒せない会員に向かって、M先 生はしばしば、「力と力が

ぶつからないように、相手の線(せ ん)を はずす」とアドバイスをする。これを聞いた会員は、言わ
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れ た とお りにや ろ うとす るが 、そ う と知 らず に 力ん で いる た め に ど う して も 「線 」 を 身体 感覚 と して

感 じる こ とがで きな い。 そ の ため 、 そ の会 員 は 「線 」 につ いて 釈 然 と しな いま ま型 稽古 を続 け る ほか

な い。 だ が、M先 生は さ ま ざ まな状 況 で 「線 を と る」・「線 が つぶ され る」 な どのア ドバ イ ス を す るた

め 、そ の会 員 は それ らの状 況 と自分 が ア ドバ イ ス され た と きの状 況 を比較 す る ことで 、「線 」 とは何 か

を推 測 す る ことが で き る。 ま た、 対練 の型稽 古 は 相 手 を変 えな が ら行 わ れ るが 、多 くの会 員 は初 心 者

と組 んで 対練 をす る と き、 「今 、線 が はずれ た 」・「こ こに線 が で きて いる」 な ど、 「線」 とい う言 葉 を

用 い て状 況 を 説明 す る こ とが 多 い。 イ ンター ネ ッ トに ア クセ スで き る 会員 は 、掲 示 板や 電 子 メー ル で

「線 」 につ い て尋 ね る こ とが で き る。 また 、 ホー ム ペー ジ に掲 載 され て い る型稽 古 の写 真 を 見 た り、

ホー ム ペー ジか らダウ ン ロー ドした 型稽 古 の 動画 を繰 り返 し再 生 した りす る ことで 、「線 」を見 て取 ろ

うとす る こと もで きる 。熱 心 な会 員 は 、練 習 のつ どの 自分 の 「線 」の 感 覚 の メモや 日記 を つ けて お き、

反省 材料 にす る だ ろ う。

この よ うにS流 の会 員 は 、「線 」とい う言 葉 を特 定 の メデ ィア の内 部 にお いて解 釈 す る ので は な く、

口論 メデ ィ ア ・文 字 メデ ィ ア ・電 子 メデ ィ アな ど の多 様な メデ ィ ア に横断 的 に 関連 づ け て解 釈 しよ う

とす る。 この とき、 これ らの 多様 な メデ ィア は 、「線 」 とい う言 葉 によ っ て媒 介 され た 非 実体 的 ネ ッ ト

ワー クを 形成 して い る とい え る。 このネ ッ トワー クの ど こに も 「線 」 とい う言 葉 の完 結 した定 義 を見

つ け る こ とはで き な いが 、 に もか かわ らず 、 この総 体 と しての 非実 体 的 ネ ッ トワー クは 、実 体 的 メ デ

ィア ・ネ ッ トワー ク 上 の情 報(ア ドバ イ ス ・メモ ・写 真 ・動画 な ど)の そ れぞ れ が 「線 」 に つ いて 述

べ るよ りも多 くの こ とを述 べ て い るの であ る。 非 実体 的 ネ ッ トワー ク は総 体 と して 、 「線」 を 「示 し」

て いる とい う ことが で き るだ ろ う12。

「示 し」 の ネ ッ トワー クが 役 に立 つ の は、型 稽 古 の繰 り返 しによ って 、身体 か ら不 必 要な 力 が少 し

ず つ 抜 けて ゆ き 、お ぼ ろ げな 身体 感 覚 として の 「線 」 が感 じ られ るよ う にな っ た とき で あ る。 この段

階で の 「線 」 は不 安 定 で、 そ の 日の調 子 によ っ て感 じ られ た り感 じ られな か っ た りす る。 そ れ に たい

し、「示 し」の ネ ッ トワー クにお いて は、そ れ を構 成 す る多 様 な メデ ィア のそ れ ぞれ によ って 、何 が 「線 」

で あ り何 が 「線 」で な いか が 明 瞭 に弁 別 され て い る。 お ぼ ろげ な 「線 」 の感 覚 を 「示 し」 の ネ ッ トワ

ー ク にお け る明 瞭 な 「線 」に 照 ら し合わ せ る こ とで
、「線 」 の感 覚 を よ り強 く、恒常 的な ものへ と育て

て ゆ くこ とがで きる ので あ る。 安 定 した身体 感 覚 と して の 「線 」 は 、動 作 を 自立 的 に評 価 す るた め の

基 準 にな る た め、 よ り微 妙 な 身体 の 使 い方 の ため の 努 力 を可能 にす る。

12S流 にお いて もち い られ る多 様 な メデ ィ ア を相 互 に媒介 す る言 葉 は 、 「線 」以 外 に も、 「中心」 ・ 「勤 」(け い)・

「気 」 な どが あ る。
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おわ りに

本稿では、双方向的な電子メディア ・ネットワークによる身体感覚の撹乱に抵抗するための能力と

して身体的メディア ・リテラシーを構想し、この能力が発揮されている実例としてS流 を考察 した。

S流 の会員は実体的なメディア ・ネットワーク上の情報としての 「線」をそのまま解釈するのではな

く、それらを横断するように非実体的な 「示し」のネットワークを形成し、そのネットワークを練習

という実践に生産的に関連づけることで解釈した。こうして、身体感覚の撹乱が未然に防止されたの

みならず、安定した身体感覚としての 「線」が形成されたのである。

もっとも、S流 は武術の練習を共通の関心とする特殊なアソシエーションであるため、S流 の会員

の身体的メディア ・リテラシーが一般的能力として社会的に共有されていると決めつけることはでき

ない。だが、S流 において非実体的な 「示 し」のネットワークを形成するための媒介となった 「線」

に相当する言葉は、われわれの周囲にあふれている。たとえば、「腰の粘り」や 「肩の入 り具合」など

の言葉は 「線」と同じく身体感覚として解釈されるべきものであると思われるが、これらはマスメデ

ィアによる相撲や野球中継にも頻繁に登場する13。このこと自体、これらの言葉の解釈が相撲部屋や

野球チームという特殊な共同体やアソシエーションの内部の人間だけに許された特権ではないことを

示している。このような解釈を可能にする 「示し」のネットワークを社会的環境のなかから発見 して

ゆくことが今後の課題となるだろう。それによって、ますます熾烈をきわめるイメージ商品の自己差

異化の舞台と化してしまったメディアとわれわれの生活実践の関係を、より生産的なものへと変えて

ゆけるはずである。

参考文献

生 田 久 美子 『「わ ざ 」か ら知 る 』、 東京 大 学 出 版 会 、1987

「『わ ざ か ら知 る』 そ の 後」、福 島 真 人 編 『身体 の構 築 学 』、 ひつ じ書 房 、1995

大 澤 真幸 「電 子 メデ ィ アの 共 同体 」rメ デ ィア 空 間 の変 容 と多 文 化社 会 』、 青 弓社 、1999、pp.47・94

倉 島哲 「社 会 学 理 論 にお け る 身 体 観 の 二元 論一 自然 主 義 的 身 体 観 と社会 構 築 主 義 的 身 体 観 を 超 え て一 」 『京

都社 会 学 年 報』1997年12月 、第5号 、pp.215-222

「は じ ま りの 認 識 論 の た め に一 モー ス 「身 体 技 法 論 」 に 見 る 認識 の発 生論 一 」 『京 都 社 会 学 年 報 』

1999年12月 、第7号 、pp.179-192

B生 田久美子はこのよ うな言葉を 「わざ言語」 と呼び
、身体技法の習得において重要な役割 を果たす とする。 しか

し生田によれば、共に練習を行 う共同体の構成員だけにしか 「わざ言語」を理解する ことはできない。【生田,1987,

1995】そのかぎりで、身体的 メディア ・リテラシーは 「わざ言語」を理解する能力 とは異なる。

京都社会学年報 第9号(2001)



176 倉島:情 報化 と身体 の変容

「ハ ビ トゥス 概念 の批 判 的検 討 一 『プ ラチ ック理 論 の 概 要 』の テキ ス トか ら一 」『ソ シオ ロ ジ』2000

年10月 、第139号 、pp.3-19

「武 術 教室 にお け る言 語 と実 践 一 型稽 古 の記 述 の こ ころみ 」 『ス ポー ツ社 会 学研 究 』、 法政 大 学出

版 局 、2001年3月 、 第9巻 、pp,71-82

鈴 木 み ど り 『メデ ィ ア ・リテ ラ シー の現 在 と未 来 』、 世界 思 想 社 、2001

西 垣 通 『マ ル チ メデ ィア 』、岩 波 書 店 、1994

r思 考 機 械一 太 古 と未 来 を つ な ぐ知一 』、筑 摩 書 房,1995

『デ ジ タル ・ナ ル シス』、 岩 波 書店 、1997

『こ ころ の情 報 学 』、筑 摩 書 房 、1ggg

『IT革 命一 ネ ッ ト社 会 の ゆ くえ ・』、 岩波 書 店 、2001

正村 俊 之 『コ ミュニ ケー シ ョン ・メデ ィアー 分 離 と結 合 の 力学 一 』、 世 界思 想 社 、2001

水越 伸rデ ジタ ル ・メデ ィア社 会 』、岩 波 書 店 、1999

吉 田 純 『イ ンタ ー ネ ッ ト空 間 の 社会 学一 一情 報 ネ ッ トワー ク社 会 と公 共 圏一 』、 世 界 思 想社 、2000

Jochum, Uwe, `The Gnosis of Media', http://faculty-web.at.northwestern.edu/english/mmueller/ariadne/bibliography/jochu 

        mGnosis.htm, 2001 

McLuhan, Marshall, The Gutenberg Galaxy: The Making of Typographic Man, University of Toronto Press, 1962 (Ac AR

『グーテンベル クの銀河系一 活字 人間の形成 』、みすず書房 、1985)

, Understanding Media: The Extensions of Man, McGraw-Hill, 1964 (栗原裕、河本仲聖訳rメ デ ィア論一

人間の拡張 の諸相一 』、みすず書房、1987)

Ong, Walter, J., Orality and Literacy, Methuen & Co. Ltd., 1982 (桜井直文 、林正寛、糟谷啓介訳 『声の文化 と文字の

文 化 』、 藤原 書 店 、1991)

Poster, Mark, The Mode of Information, Blackwell Publishers, 1990

Webster, Frank, Theories of The Information Society, Routledge,

Weiser, Mark, `Some Computer Science Issues 

 CACM. html, 1993

(室 井 尚 、吉 岡 洋 訳r情 報 様 式 論 』、岩 波 書 店 、2001)

1995

in Ubiquitous

(田 畑 暁 生 訳r「 情 報社 会 」を読 む 』、青 土 社 、2001)

Computing', http://www.ubiq.com/hypertext/weiser/Ubi

付記 本研究 を行 うにあた り筆者を支 えて くれたS流 のみな さんな らびにM先 生に感 謝いた します。

付記 本稿は2001年 度科学研究費補助金(特 別研究員奨励費)に よる研究成果 の一部である。

(く らしま あき ら ・博 士後 期 課 程 、 日本学 術 振興 会 特 別研 究 員)

Kyoto Journal of Sociology IX / December. 2001



305

The Information Society and the Transformation of the Body: 

          Towards a Bodily Media Literacy

Akira KURASHIMA

      The purpose of this paper is twofold: firstly, to examine the disturbance of bodily 

senses brought about by bilateral electronic media networks such as the Internet. Secondly, 

to introduce "bodily media literacy", a faculty that enables us to create a productive 

relationship between media and the bodily senses. 

       In the 1960s, Marshall McLuhan had pointed out that electronic media transforms 

the sense ratio of humans. According to McLuhan, the tribal man who had lived in oral 

cultures had a balanced acoustic/visual sense ratio, but the invention of the phonetic alphabet 

and the printing press destroyed it. However, we will experience a return to the tribal man, 

since electronic media could be programmed to provide a balanced integration of the senses. 

       McLuhan's optimistic prediction has lost its appeal mainly because of the rising 

importance of bilateral networks such as the Internet, whereas McLuhan dealt mainly with 

unilateral networks such as television. Bilateral networks are programmend not by a single 

subject, but by numerous subjects each pursuing their own interest. As Toru Nishigaki 

points out, electronic media is most suited for the pursuit of capitalist intersts, since it enables 

the constant differentiation of image commodities at a low cost. Such ever-changing 

images inevitably have a disturbing effect on the bodily senses of the consumer. 

       From Nishigaki's viewpoint of image differentiaion cost, it could be said that every 

kind of media has the tendency to disturb the bodily senses more or less, compared to direct 

experience. In order to investigate the possibility of a more productive relationship between 

media in general and the bodily senses, this paper examines a martial art class located in 

Kyoto City, the "S" School (name withheld), of which the author has been performing 

fieldwork for 3 years. In S School, various media including oral advice, memos, photos, 

digital movies, Internet sites and a-mails play a vital roles in acquiring the necessary bodily 

senses to perform a technique. Each student actively relates the information scattered 

across various media to one another, creating invisible networks that collectively "show" the 

proper integration of bodily senses. Repeatedly calling up and referring to this network 
during practice enables the students to reorganize their bodily senses into a new configuration. 

This faculty could be called "bodily media literacy". 

       Admittedly, the general media situation in our society differs from that seen in S 

School, namely in terms of disembodiment and anonymity. Nevertheless, the analysis of S 

School has provided us with an ideal type useful in overcoming the current media situation.
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